
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 めあてとふり返り

京丹波町立和知小学校（京都府）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童１人１人の「問い」を学習の「めあて」にすること

これまでは、教師が学習のめ
あてを決めていた。しかし、学習
者の児童にとって、学習内容に
対する「なぜ？」は違う。1人1人
がもつ「なぜ？」こそが「問い」で
あると捉え、それを「めあて」にす
ることにした。そうすることで、児
童１人１人の主体的な学びをス
タートさせることができるように
なった。
また、学習支援ソフトやteams
を通して、他者参照が可能となり、
児童のめあてを考える際の、有
効な手段の一つとなった。



【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 めあてとふり返り

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-１

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童１人１人の「問い」を学習の「めあて」にすること

また、めあてからふり返りまで
一貫した学習を意識して、めあ
てに対するふり返りを丁寧にす
ることで、何を学んだのか・次
の学びに対する「問い」は何か、
などを表現することができた。
ふり返りにおいても、他者参
照させることで、友達がどのよ
うな学びをしたのかが容易に
交流できるようになった。教師
にとっても、ふり返りから次の
授業をどのように組み立ててい
くかを検討する材料になる。



【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 学び方の工夫

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学び方は児童自らが決められる
場の設定をした。友達と対話をし
ながら学習を進めていくことで、自
分の考えを伝えることができたり、
友達の考えを参考にして自分の考
えを深めたりすることができるよう
になった。

自分１人で考えたいという児童にとっては、
自分のペースで学びを進めていくことができ
た。また、分からないという不安のある児童
は教師との対話をもとに学習を進めることが
できた。このようにして、自分のペースで安心
して学習を進める学び方の工夫ができた。



【取組内容】 情報活用能力 情報の整理・分析

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

児童自らが「問い」をもつためには、まず学習内容を把握して、情報を得ること
ができなければならない。その１つとして、教科書を「読むこと」ができることに着
目した。教科書に何が書いてあるのか・この図は何を示しているのかなど、１つ１
つの情報を読み取ることから始めた。そして、学習支援ソフトを用いて、必要な情
報を整理・分析したり、「問い」に対する考えを書いたりすることができるように
なった。また、同じ教材であっても、まとめ方は児童１人１人によって違いが見られ
る。このように自分の「問い」に対する自分の「考え」を表現することができるよう
になった。



【取組内容】 校務DX化

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校内での情報共有は、学校運営の要の１つである。しかしながら、１つ１つの情報を共有す
ることはなかなか難しい。そこで、teamsのチャットを用いて、教科指導の工夫・児童の様
子・嬉しいお知らせなど、些細な情報をいつでもどこでも発信できるし、閲覧できることが
可能になった。

授業の様子を紹介
この日は、校長が各教室を周り、授
業で知り得た情報をアップ！

この投稿を「読みまし
たよ！」という意味で
“いいね！”アイコン
を付ける。 投稿に対するリプライ。

必ずしもリプライをする必要は
なく、投稿したい時にアップす
るようにしている。
このやりとりをもとにして、他
の教員も指導の工夫をテーマに
した会話が進む！



【取組内容】 校務DX化

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

月・週の予定は、その都度、更新されていく。そこで、Excelで作成したファイルをteamsに
アップしておき、常に情報を更新させていく。

教員は、いつでも、どこでも予定を確認したり、入力したりすることができる。常に更新されてい
くので、紙面での配布をすることが少なくなった。

出張等が分かれば、教務だけが
入力するのではなく、担当の教
員も入力をして、口頭で報告を
する。



【取組内容】 情報活用能力 情報の発信・伝達

京丹波町立和知小学校（京都府） 【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学習発表会や６年生を送る会など、学年発表の機会には、主に３年生以上の学年におい
て、情報の発信・伝達を行なった。例えば、学級を２〜３つのグループに分け、学習したこと
を整理する。整理した内容をもとに、どの順番で伝えていくのか・伝えていく際にどのように
伝えるとより伝わりやすいかなどを考えながらグループで考えさせる。そして、発表会に向け
てシナリオを作成する。同時に、共有機能を活かして、他グループがどんなことを考えている
のか・現在の進行状況はどのようになっているのかなど、全ての児童と教師が把握すること
ができる。
伝え方を考えては修正をかけ、その繰り返しを通して、よりブラッシュアップした発表内容
を完成させることができた。


